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資料３

令和４（2022）年度の

EPO業務実施報告

2023年1月31日

第２回 ESD/EPO運営委員会
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主催イベントの開催について
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2022年度に実施した（※一部実施予定の）EPO中部主催イベント／会合 1/2
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区分 エリア 設営 開催日 参加者 催事名称／テーマ 備考

①地域循環共生
圏フォーラム

長野県
諏訪市

リアル・
ＹｏｕＴｕｂｅ

11月
23日

会場37名
YouTube

21件

地域循環共生圏フォーラムinSUWA

「諏訪広域エリアのもり・さと・
かわ・うみビジョン」

• 諏訪地域の活動団体（一社）諏訪広域脱炭素
イノベーション協会と共催。

• 「地域ビジョンづくり」ワークショップを実施。

②SDG/地域循
環共生圏ワーキ
ング

（中部） zoom
12月
15日

17件

ローカルSDGs/地域循環共生圏セミ
ナー

「SDGs17ゴールの紐づけの先
へ あなた・地域・社会の変容
に向けて」

• 自治体職員向けセミナーとして企画。
• SDGsチェックリストを活用したローカルSDGsの
我がごと化ワーキング（ＷＳ）を実施。

③協働コーディ
ネーターと連携
した実践活動

長野県
長野市
芋井地区

リアル
11月
5日

35名

信州ローカルSDGs勉強会

災害に強い地域づくりワーク
ショップ

• 協働コーディネーター山室氏との連携企画。

リアル
2月
26日

未
こどもの自然体験、野外保育・
ESD教育✕国立公園の資源活
用

• 地区の豊かな自然環境、環境学習施設を活か
した子どもたちの自然体験や探究活動のあり
方等を考える勉強会を実施予定。

④環境白書を読
む会

（中部） zoom
9月
13日

71件

なごや環境大学オンラインセミナー

環境白書から SDGs実践へ
2022

• なごや環境大学に協力して共催。
• EPO中部が司会。

⑤ＰＦ事業中間
共有会（中部ブ
ロック会合）

（中部）
会場：
長野県
大町市

リアル
zoom

11月
18日
19日

クローズド

２２名

地域循環共生圏づくりプラットフォーム

構築事業 中間共有会（中部ブ
ロック会合）

• ＰＦ事業採択団体（中部３団体）による取組の中
間報告会として実施。

• 2日目には、開催地・大町市の団体の案内で、
活動地の山林、ＳＨの木工家の工房等を視察。

➢ Ｐ14参照。

※人：参加人数、件：接続数での把握



2022年度に実施した（※一部実施予定の）EPO中部主催イベント／会合 2/2
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区分 会合 設営 開催日 参加者 催事名称／テーマ 備考

⑥地域循環
共生圏パー
トナーシップ
基盤強化会
合

三重県
尾鷲市
会合

リアル
1月
20日

企業63
社・

参加者
128名

令和４年度おわせSEAモデル説明交流会

「企業・金融機関等とのパート
ナーシップによる尾鷲市ローカル
SDGs実現に向けて」

• ＰＦ事業卒業団体支援を目的にした団体と企
業・金融機関の交流・マッチングの場として企画。

福井県
丹南地区
会合

リアル
2月
7日

クローズド

未

丹南エリアにおける
里山里海ワイズユース×地域ビ
ジネス情報交換会

• 地域活動団体と金融・経済団体を交えた情報
交換会を企画。

• 会場：地域活動者が営業する古民家レストラン。
• PF団体、地域活動者、日本政策金融公庫、武
生商工会議所関係者等が参加。

東海
セミナー

Webex・
YouTube

3月
6日

未
地域脱炭素の実現に向けた金融
機関・事業者向けセミナー

• 東海財務局、中部経産局、中部地方環境事務
所、EPO中部主催の脱炭素セミナー。

• 金融機関、企業が登壇し、脱炭素経営と地域
づくりをテーマにしたディスカッション等実施。

信州
セミナー

Webex・
YouTube

3月
14日

未 ※上記・地域脱炭素セミナーの信州版テーマでの開催を予定

⑦森里川海
生態系ネッ
トワーク形成
会合

OECM
情報交換
会

zoom
11月
8日

クローズド

63件 ＯＥＣＭに関する情報交換会
• 主に自治体を対象にしたOECM、及び「自然共
生サイト（仮）」の情報共有を目的にした会合。

• 県による関連制度等の紹介と意見交換を実施。

OECM
フォーラム

zoom・
YouTube

1月
25日

Zoom
62件
ＹｏｕＴｕｂｅ

206件

生物多様性主流化フォーラム in中部

｢OECM を通じた企業の生物多様
性保全活動｣

• 上記の行政向け情報共有会合に対し、参加者
一般公募によるフォーラムを開催。

• 試行サイト企業３社による取組紹介等のほか、
参加者からの質問を交えたトークセッションを実
施。

※人：参加人数、件：接続数での把握



①地域循環共生圏フォーラム
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⚫ 長野県諏訪市で開催
した地域循環共生圏
フォーラムinSUWAで、
諏訪地域の「なりたい
地域の未来像づくり」
ワークショップを実施。

⚫ 参加者数等：会場参
加37名、YouTubeライ
ブ配信視聴（ユニーク
数）21件。

⚫ 自サイト等への開催
報告掲載・投稿：
https://www.epo-chubu.jp/e
po-news/17859.html

長野日報2022年11月24日記事
（※記事の続きあり）
http://www.nagano-np.co.jp/articles/101881

https://www.epo-chubu.jp/epo-news/17859.html
http://www.nagano-np.co.jp/articles/101881


②SDG/地域循環共生圏ワーキング
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⚫ 主な参加対象を自治体職員として企画したローカル
SDGs/地域循環共生圏セミナー「SDGs17ゴールの紐づ
けの先へ あなた・地域・社会の変容に向けて」を12月
15日に開催。

⚫ 毎年１月に開催していたが、今年度は12月に完全オン
ライン開催でワークショップ等を実施。

⚫ オンライン参加者（接続数）は計17件。



③協働コーディネーターと連携した実践活動
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⚫ 長野県長野市で、協働コーディネーター・山室氏が所属
する長野県NPOセンターとの連携開催で、信州ローカル
SDGs勉強会「災害に強い地域づくり」を11月５日に開催

⚫ 参加者数等：会場参加35名。

⚫ 自サイト等への開催報告掲載・投稿：https://www.epo-chubu.jp/

epo-news/17721.html

https://www.epo-chubu.jp/epo-news/17721.html


⑥地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化会合１ 尾鷲会合
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⚫ 三重県尾鷲市で、令和４年度おわせ SEA モデ
ル説明交流会「企業・ 金融機関等とのパート
ナーシップによる尾鷲市ローカルSDGs実現に
向けて」を１月20日に開催。

⚫ 地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事
業の2019-2020採択団体・おわせSEAモデル協
議会との連携開催。協議会関連プロジェクトと
企業・金融機関等とのマッチングの機会設営を
目的に開催を企画。

⚫ 参加者数等：企業・金融機関等63社、参加者数
128名。



⑥地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化会合２ 丹南会合
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⚫ 福井県丹南地区の活動団体と経済団体・金融機関の交流・情報交換会として企画し
た「里山里海ワイズユース×地域ビジネス情報交換会」を２月７日に開催。

⚫ 地域活動団体が経営する農家レストラン「白山さんち」を会場に開催。

⚫ 「白山さんち」など地域活動者や、地域ビジネスの創業支援を展開する「ななお
SDGsスイッチ」(環境省PF事業）、ソーシャルビジネス支援を展開している日本政策
金融公庫武生支店、武生商工会議所などが参加し、取組発表やディスカッションを
実施予定。

⚫ 参加者数等：20名（会場定員）を予定。

しらやま振興会ウェブサイトより
http://www.echizen-shirayama.com/

http://www.echizen-shirayama.com/


⑦森里川海生態系ネットワーク形成会合 OECMフォーラム
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⚫ 11月８日に中部の自治体を対象にした「OECMに関する
情報交換会」（※クローズド会合）をzoom開催し、県から
市町村へも参加呼びかけを行った結果、計63件の出席者
があった。

⚫ ２回目の会合企画として、参加者を一般公募し、OECMの
普及啓発と情報共有を目的にしたフォーラムを１月25日
に開催。

⚫ COP15閉幕の（報道がされていた）タイミングで本格的な
参加募集広報を展開できたため、当初設定のzoom定員
80名を超過することが予想され、急遽YouTubeライブ配信
による視聴参加も募集することになり、多数の企業等から
の参加申込があった。

⚫ 参加者数等：268件（zoom62件、YouTubeライブ配信視聴
（ユニーク数）206件。



地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業

（以下、PF事業）の支援について
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第１回ESD/EPO運営委員会・会議資料より

参考）本年度PF事業の支援対象予定：ＰＦ団体や連携団体（協働コーディネーター等）

a）環境省事業（ＰＦ事業）の
採択団体

①ななおSDGsスイッチ（石
川県七尾市）【PF七尾】
※２年目

②合同会社ローカルSDクリ
エーション（福井県丹南地
域）【PF丹南】 ※１年目

③荒山林業（長野県大町市）
【PF大町】 ※１年目

【採択団体への支援に加えて】

 10・11月頃に中部ブロック３
団体が集まり「中間共有会」
（取組報告会）をEPOが開催

 過年度採択団体の取組状
況の把握（ヒアリング実施）

ｂ）協働コーディネーター※
との連携事業

⚫山室氏（長野県NPOセンター
事務局長）と連携して長野県
内でローカルSDGsの勉強会
等

【今後の取組課題】

協働コーディネーターに加えて、
EPO中部との連携・協力ネット
ワークの強化・新構築の必要性

ｃ）その他

⚫ 左ａ）に落選した「諏訪脱
炭素広域イノベーション
協会」との連携による
フォーラム等の開催

⚫ <基盤強化業務>共生圏パート
ナーシップ基盤強化業務；1.左ａ）

の②・③団体を対象にし
た勉強会（計２回）、 2.中

部のPFと金融・企業との
交流の場の設営を検討

⚫ <森里川海業務>森里川海生
態系ネットワーク形成会合；今年度
からOECMの対象地域等
によるネットワーク形成を
をテーマにした会合実施
※OECM：民間取組等と連携した自然
環境保全🔗

https://www.env.go.jp/press/110887.html


PF団体支援：ななおSDGsスイッチ【PF七尾】の場合
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• 2021年度にのと共栄信用金庫がPF事業の活動団体として採択され、2021年10月に産官学金９団体によるコンソーシアム
「ななおSDGsスイッチ」が発足。プラットフォームを構築、稼働させた。

• 2022年度も継続採択となった際に、採択団体をのと信金から「ななおSDGsスイッチ」に変更。

⚫ EPO中部による支援として、PF団体事務局メンバーと
定期的に打合せを行い、活動やプロジェクトの実施状
況の確認・情報共有と共に、課題の見える化、SNSな
どでの広報協力等を行っている。

⚫ PF事業での各採択団体による実施必要事項となって
いる「ＳＨ（ステークホルダー）ミーティング」を、ななお
SDGsスイッチは９月22日に実施。

⚫ スイッチ及び七尾市がSDGs未来都市への申請を目指
していることから、ＳＨミーティングでは、団体側からの
依頼によりEPO中部がSDGs未来都市の事例紹介と、
最近の選定結果「総表」ポイントの紹介などを行った。

※ PF丹南はＳＨミーティングを１月18日に開催、PF大町は８月実
施会合をSHミーティングに位置づけたいとしている。



ＰＦ事業中間共有会（中部ブロック会合）の実施
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※ PF事業の各採択団体が取組状況について中間発表を行う「中間共有会」が、昨年まで全国会合として開催されていたが、今年度からは各
EPO主催の地方ブロック単位での開催に変更となった。

⚫ 中部ブロック「中間共有会」は、PF活動団体・荒山林業の所在地である長野県大町市で11月18日に開催。

⚫ PF３団体が11月時点の取組状況を発表したほか、課題や今後の展開についてディスカッションし、加藤義
人委員、田辺委員に３団体それぞれにアドバイスや情報提供等をいただいた。

⚫ また、翌19日は、荒山林業の活動地（林業地）や、SHの工芸家の工房などを視察するエクスカーションを
実施。



参考）中間共有会ディスカッションに提示したシート ※各団体が記入

PF七尾
ななおSDGsスイッチ

PF丹南
ローカルSDクリエーション

PF大町
荒山林業

PF事業で楽
しいこと

⚫ 多くの関りしろとなるプロジェク
トを創ることで、新たなつながり
がどんどん生まれる点。

⚫ 新たなプログラムが生まれて今
後も実施されるようになったこと

⚫ 人との交流
⚫ 事業費がなければできたらいい

なで終わって しま う こ とに
トライしてみることができる

PF 事 業 で
困っている
こと

⚫ 市民と参画組織において、良い
ことだとは分かっているけど「誰
かがやってくれるだろう」発想か
ら、なかなか脱局できないこと。

⚫ つながりをつくろうと思ってもな
かなか時間が無い（みんな忙し
くイベントや事業が重なる）

⚫ 不安とのたたかい（感情の波が
ジェットコースターのように押し
寄せる）

特にアドバイ
スがほしい／
解決したいこ
と

⚫ 立上げ担当者やプレイヤーが
いなくなった後も、持続可能な
プロジェクトにする具体的な工
夫や事例について。

⚫ 若い世代で動かしていきたい。
⚫ 形成されつつあるプラットフォー

ムが一点集中にならないで機
能させていく為の方法

ほ か の 団
体・参加者
に聞きたい
こと

⚫ PFプレイヤーと施策担当者に、
本PF事業のKGIをどのように定
めているのか。またそのKPI設
定についても伺いたい。

⚫ つながりはどうやって作ってい
ますか？

⚫ 環境活動に関し収益化などに
ついて抵抗感をお持ちです
か？

⚫ 合意形成のプロセスをどう踏ん
でいっているか

つながりた
い人・もの・
ことなど

⚫ 主体的で熱量があるプレイヤー
仲間

⚫ 事業ベースとして取り組みたい
と思っている個人とのつながり

⚫ 旅行業者とのつながり

⚫ 縁があってつながる人がいれ
ばそれは大歓迎です。



独自プログラムの作成・活用について
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EPO中部ウェブサイトの充実化 例）お役立ちツールコーナー
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活動見える化チャート事例の蓄積
（追加公開）

EPO中部が支援した取組、連携・
協力した取組などを「活動見える化
プログラム」にして、地域側にフィー
ドバック。同時に、ウェブサイトにも
掲載・公開。

主催セミナーのほか、
ワークショップ、ブース
出展時等で活用

https://www.epo-chubu.jp/tool

検討中

「SDGs指標物語」の公開

EPO中部で独自に検討中の
「SDGs指標物語」の公開及び活
用のあり方を検討中。

ツールを活用し
たWSの実施方
法（プログラム）
等も公開

https://www.epo-chubu.jp/tool


新たに作成した活動見える化プログラム分析チャートとその活用
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信州環境カレッジ（長
野県環境保全協会）

芋井地区
広瀬各区

環境 社会

経済

全国各地において、市民活動や自治会活動の中心は、これまで高齢の方や主婦の方が担ってきました。しかし、少子高齢化や地域人口の減少、生活スタイルの多様化など地域をと
りまく環境は大きく変化し、地域活動のあり方も変化が求められています。 そんな変化に柔軟に対応するため、長野市芋井地区では、住民だけでなく芋井地区で事業活動を行う団体
や大学生など幅広い参加者を募り、これまでの自治会活動とは別に、多様な視点で持続可能な地域を探る場として「いもいリビングらぼ」を立ち上げました。

芋井地区住民自治協議会・長野県NPOセンター

長野県NPOセンター

活動1：情報共有の場、学びの場の設営
参加者の声掛け、お互いを知るワークショップ
、持続可能な芋井地区に関する講座の開催

デリナカズミ
（キッチンカー）

企業ボランティアグループ（
日本たばこ、第一生命、アサ
ヒ飲料、ポーラ、パソナ）

活動2：プロジェクト推進に伴う外資（補助金）の導
入、再エネによる域外エネルギー費流出防止

地
域
循
環
共
生
圏
貢
献

協
働
に
よ
る
地
域
活
動

2022年10月時点

活動2：実験の場の設営①再エネ活用
持続可能な地域づくりにつながるオフグリッド再
エネ活用の実験的プロジェクトの推進

活動3：実験の場の設営②草刈りバスターズ
持続可能な地域づくりにつながる草刈り講座やネ
ットワークシステムの実験的プロジェクトの推進

活動3：プロジェクト推進に伴う外資（補助金）の導入
アクティビティ化による外来者へのサービス提供

活動3：草刈り実績による里
山の持続性強化

活動2：再エネの実験的
導入による創エネ

活動1：地域のつながりが強化、関係者のネットワークが拡大
参加者の資質の向上、課題と将来ビジョンの共有・我がこと化、地域活動の提案

活動2：オフグリッド再エネ活用による防災力の

強化、再エネ実験に伴う専門家や地区外の関
係人口のネットワーク拡大

活動3：草刈りネットワークシステム構築

と運用による関係者の増加と域外ネット
ワークの拡大

芋井地区住民自治協議会各
部会（区長部会、福祉部会、
教育部会、振興部会）

長野県長野市

「芋井リビングラボ」

●取組分析の共有

●活動指標の選定

活動１情報共有の場、学びの場の設営 → 情報共有や学びの場の参加人数（人）
課題解決の地域活動実験的プロジェクト提案数（件）

活動２実験の場の設営①再エネ活用 → 再エネ実験設置数（ヶ所）、活用した再エネ量（kWh）
活動３実験の場の設営②草刈りバスターズ→ 実験関係者数（人）、波及個所数（ヶ所）

２月開催の芋井
地区勉強会にて
活用予定



SDGs指標物語 選定した活動指標のSDGsに対して持つ意味を説明
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（例）活動２実験の場の設営①再エネ活用
【選定指標】再エネ実験設置数（ヶ所）、活用した再エネ量（kWh）

SDGsの体系

再エネ実験設
置数（ヶ所）、
活用した再エ
ネ量（kWh）

ターゲット

グローバル
指標

SD状況
再エネ実験サイトの

設営

影響
海洋生物の生息場
や産卵床の創出

再エネ実験に
よるクリーン
エネルギー活
用実績の増加

再エネ実験の地
域社会での共有、
クリーンエネル
ギー活用実績unSD状況

プロジェクト推進によ
る負荷の増加

地域のSDGsの取組
【活動２：実験の場の
設営①再エネ活用】

阻害

好転内容
里海生物の生息
域増加

影響
人員確保の困難
性

悪化内容
地域社会への人
的負荷

貢献

ゴール11 住み続け
られるまちづくりを

7.2   2030年までに、
世界のエネルギー
ミックスにおける再
生可能エネルギー
の割合を大幅に拡
大させる。。

7.2.1最終エ
ネルギー消
費量に占め
る再生可能
エネルギー
比率 ゴール7

エネルギー
をみんなに
そしてク
リーンに

Local SDGs指標

持続可能な地域づくりに
つながるオフグリッド再
エネ活用の実験的プロ
ジェクトの推進

環境貢献

13.3 気候変動の
緩和、適応、影響
軽減及び早期警
戒に関する教育、
啓発、人的能力及
び制度機能を改
善する。

ゴール13
気候変動に
具体的な対
策を

防災、温暖化
対策に貢献す
る再エネ実験
共有者の増加

協力：中部大学国際ＧＩＳセンター 問題複合体を対象とするデジタルアース共同利用・共同研究拠点

SDGs指標物語については論文「地域活動推進のためのSDGs指標物語」が
日本環境共生学会誌「環境共生」vol.39審査付研究論文集に掲載予定
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参考）SDGsチェックリスト活用例：ミニワークショップ

「NISHIKI SDGs WEEKs」に企画参加
➢ 昨年度企画参加した「NISHIKI SDGs WEEKs」に今年度も参加し、EPOオフィスを
会場に、ワークショップ、閲覧コーナーＰＲを実施。

② ＥＰＯ内に「SDGs資料の特設コーナー」を設置

• 「NISHIKI SDGs WEEKs」の参加企画の一つとして、EPO施設内のSDGs資料
コーナーをＰＲ。自由に来館、配架資料の持ち帰りができることなどを関連広報
媒体・ツールで発信。

▼▼▼
✓ 参加者・来館者がその後、別イベントへも参加、ＳＮＳフォローなどにもつながっている。

① SDGsチェックリスト活用ミニワーク
ショップ「スモールゼミ」を実施

• 2022年10月31日に、独自ツール「SDGs
チェックリスト」等を活用した1時間のミニ
ワークショップを、会場：EPO中部にて開
催。企業２社・計３名が参加。



その他
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業務
2022年11月23日開催・地域循環共生圏フォーラムinSUWA
「諏訪広域エリアのもり・さと・かわ・うみビジョン」

対象 （登壇者・共催者）一般社団法人諏訪広域脱炭素イノベーション協会 元木氏

内容
・

結果

⚫ 参加された皆様からは、とても良かったとご感想をいただいている。

⚫ オンライン視聴の方々からも大変有意義でしたとご連絡をいただいた。

⚫ 「地域の取組紹介」に登壇した八十二銀行様には、オンライン視聴されていた飯山市
役所から連絡があり、お話しされた内容についての問合せをうけたとのことで、即反響
があったことに大変驚かれていた。

⚫ 実は開催前までは、参加をお願いした方などにワークショップには参加したくないなど
の反応をいただいていたが、開催後、その方たちからも「ワークショップが面白かった」
「ワークショップに参加して良かった」などの好意的なご意見をいただいた。

⚫ 今回、このような機会を諏訪地域でつくり出せたことに感謝している。参加された皆様
の意識に変化が起き、行動に移せるような流れがつくれたのではと考えている。今回
のフォーラムを機に諏訪地域として具体的な成果がつくれるよう微力ながら尽力してい
きたい。

行動変容ヒアリング（EPO業務の成果の見える化）
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⚫ 昨年度に実施した、EPO・ESDセンター主催イベントの連携・協力主体等を対象にしたヒアリン
グを計６件実施予定。

⚫ 2023年１月末現在、１件のみ実施。



外部資金を活用した事業
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グリーン・ギフト・地球元気プロジェクト
※ 東京海上日動との協働による地域活動の支援 https://www.tokiomarine-nichido.co.jp/world/greengift/internal_activity/

• 昨年度に引き続き、愛知・福井・三重での3事業のイベント展開（愛知：森の学び舎自然学校、福井：小原
ECOプロジェクト、三重：Joint Plus）。

• 今期（2022年9月末）でプロジェクト終了。

地球環境基金／全国ユース環境活動発表大会の支援
※ （独）環境保全機構との連携業務 https://www.erca.go.jp/

• 2023年度の地球環境基金（助成金）公募の説明会を10月に開催。
• 全国ユース環境活動発表大会への協力として、審査員に水上委員を推薦。
• 次年度以降に基金説明会とは別の形で、機構と連携した環境活動団体への支援のあり方が検討される
予定。

愛知県環境学習コーディネート業務
※ 愛知県からの受託業務 https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html

• 環境学習に関する学校等からの相談・照会依頼に対し、相談業務10件、コーディネート業務10件を実施
予定。

※いずれも2018年度以前からの継続事業

https://www.tokiomarine-nichido.co.jp/world/greengift/internal_activity/
https://www.erca.go.jp/
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html
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参考）相談対応から発展した連携・協力事項

アサヒ飲料（株）中部北陸支社主催「SDGs
将来世代創造フォーラム2022」に出展
⚫ 主催のアサヒ飲料から、参加を呼びかける中学・高校・大
学についての照会等の相談があり、EPOもブース出展する
ことになった（８月24日名古屋市内で開催）。

⚫ ブースでは、資料配架やパネル展示のほか、SDGsチェック
リスト記入体験コーナーなど設営。

２人の高校生インターンの受け入れと、
高校生作成レポートの公開
⚫ 私立高校１年生によるインターンシップ・プログラムへの協
力依頼の相談があり、夏休み期間中の８月・５日間、２名
のインターン生をEPOへ受け入れた。

⚫ 上記フォーラムでの出展ブース設営・運営の手伝いほか、
同フォーラムに出展していた中学・高校・大学等のブースを
取材してレポート記事を作成してもらい、EPOウェブサイト
に掲載。https://www.epo-chubu.jp/epo-news/16815.html

⚫ また、同時期開催のESD業務イベント（8月25日開催・学び
合い①：地域づくりのための気候変動社会教育）に聴講参
加してもらった感想記事をESDセンターウェブサイトに掲載。

https://chubu.esdcenter.jp/2022/08/26/5022.html

https://www.epo-chubu.jp/epo-news/16815.html
https://chubu.esdcenter.jp/2022/08/26/5022.html
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